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一
　
は
じ
め
に

前
稿
「
佐
藤
春
夫
『
南
方
紀
行
』
の
中
国
近
代
（
三
）
―
東
熈
市

と
鄭
享
綬
―
」
を
『
實
踐
國
文
學
』
八
四
号
（
二
〇
一
三
・
一
〇
）

に
掲
載
し
て
以
来
三
年
半
が
経
過
し
た
。
中
国
語
の
厖
大
な
郷
土
史

文
献
と
向
き
合
い
、
現
地
訪
問
や
一
次
資
料
の
調
査
、
関
係
者
へ
の

取
材
な
ど
か
ら
作
品
の
背
景
を
洗
い
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
当
初

予
想
し
た
以
上
に
遅
々
と
し
た
歩
み
に
な
っ
た
。
約
一
世
紀
前
の
、

し
か
も
外
国
の
、
た
っ
た
二
週
間
の
旅
の
実
態
を
今
に
な
っ
て
把
捉

す
る
こ
と
が
い
か
に
困
難
か
を
実
感
し
て
い
る
。

だ
が
、従
来
手
掛
か
り
が
な
か
っ
た
春
夫
の
同
行
者
の
〈
鄭
〉
が
、

厦
門
で
新
時
代
の
教
育
を
受
け
、
民
国
初
期
の
反
袁
運
動
に
同
調
し

た
鄭
享
綬
で
あ
る
こ
と
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
で
き
た
前
稿
は
大
き
な
収

穫
で
あ
っ
た
。『
南
方
紀
行
』
の
記
述
を
、
情
報
源
に
遡
っ
て
検
討

す
る
新
た
な
読
解
の
足
場
が
得
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
楊
承

淑
の
「
譯
者
與
他
者
：
以
佐
藤
春
夫
的
臺
閩
紀
行
為
例
」（『
東
亞
觀

念
史
集
刊
』
二
〇
一
五
・
六
）
に
よ
っ
て
台
湾
に
紹
介
さ
れ
、
鄭
享

綬
の
名
は
中
国
語
圏
で
も
認
知
さ
れ
始
め
た
。
楊
の
論
文
は
、
春
夫

の
同
行
者
が
「
通
訳
」
と
し
て
担
っ
た
文
化
的
媒
介
者
と
し
て
の
役

割
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
連
載
を
開
始
し
た
当
初
、
本
稿

で
は
『
南
方
紀
行
』
各
章
の
成
立
順
に
応
じ
て
論
考
を
順
次
『
實
踐

國
文
學
』
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
様
々
な
発

表
の
機
会
に
恵
ま
れ
、
本
稿
に
関
連
性
の
強
い
内
容
を
別
媒
体
に
掲

載
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

佐
藤
春
夫
『
南
方
紀
行
』
の
中
国
近
代
（
四
）

― 
筆
談
が
生
ん
だ
「
誤
解
」 

―

河　

野　

龍　

也
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１�

．「
佐
藤
春
夫
『
南
方
紀
行
』
の
路
地
裏
世
界
―
厦
門
租
界

と
煙
草
商
戦
の
「
愛
国
」」（『
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語

文
学
』（
ア
ジ
ア
遊
学
一
六
七
）
二
〇
一
三
・
八
）。『
南
方
紀

行
』
第
一
章
「
厦
門
の
印
象
」
を
都
市
論
か
ら
扱
っ
た
も
の
。

２
．「
佐
藤
春
夫
、
台
湾
で
居
候
に
な
る
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・

東
熈
市
一
家
の
記
憶
か
ら
―
」（『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資

料
研
究
所
年
報
』
二
〇
一
四
・
三
）。
春
夫
の
旧
友
で
鄭
享

綬
の
師
に
あ
た
る
歯
科
医
・
東
熈
市
の
経
歴
を
家
族
の
証

言
と
写
真
か
ら
辿
っ
た
も
の
。

３
．「
古
都
に
〝
幽
霊
屋
敷
〟
を
訪
ね
て
」（
辻
本
雄
一
監
修
・

河
野
龍
也
編
『
佐
藤
春
夫
読
本
』
二
〇
一
五
・
一
〇
、
勉
誠

出
版
）。
研
究
成
果
の
概
要
紹
介
。

４
．「
言
語
体
験
と
し
て
の
旅
―
佐
藤
春
夫
の
「
台
湾
も
の
」

に
お
け
る
「
越
境
」」（『
跨
境
／
日
本
語
文
学
研
究
』

二
〇
一
六
・
六
）。
第
一
章
「
厦
門
の
印
象
」
と
第
四
章
「
鷺

江
の
月
明
」
を
例
に
、「
私
」
が
〈
日
本
人
〉
と
〈
異
邦
人
〉

と
い
う
二
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
使
い
分
け
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
も
の
。

５
．『
佐
藤
春
夫
没
後
五
〇
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
佐
藤
春

夫
と
〈
憧
憬
の
地
〉
中
国
・
台
湾
」
展
に
寄
せ
て
』

（
二
〇
一
六
・
一
〇
、
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
編
・
発

行
）。
研
究
成
果
の
概
要
紹
介
。

以
上
は
本
連
載
と
の
縁
故
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
め
、
通
覧
の

便
宜
の
た
め
に
は
成
果
を
一
書
に
ま
と
め
る
機
会
を
得
た
い
。

さ
て
、
本
稿
で
は
「
鷺
江
の
月
明
」
章
を
中
心
に
、
作
中
に
登
場

す
る
現
地
語
（
閩
南
語
＝
福
建
南
部
・
台
湾
地
方
に
使
用
者
の
多
い

言
語
）
の
語
彙
表
記
が
、
ど
の
程
度
正
確
な
も
の
か
を
考
え
て
み
た

い
。
そ
れ
は
旅
行
中
の
春
夫
の
取
材
の
状
況
や
、「
誤
解
」
が
発
生

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
五
日
、
厦
門
大
学
で
開
催
さ
れ

た
「〝
东
亚
内
部
的
自
他
认
识
〟
学
术
研
讨
会
」（
厦
门
大
学
外
文
学

院
日
语
系
主
催
、
日
本
国
際
交
流
基
金
北
京
日
本
文
化
中
心
後
援
）

に
お
け
る
発
表
「
佐
藤
春
夫
が
描
い
た
厦
門
―
体
験
の
現
場
と
創
作

の
風
景
を
め
ぐ
っ
て
―
」
の
一
部
で
あ
る
。

今
回
、
厦
門
旭
瀛
書
院
訓
導
徐
朝
帆
の
ご
長
男
・
世
雄
氏
か
ら
、

貴
重
な
写
真
と
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
け
た
の
は
僥
倖
だ
っ
た
。
連

載
附
録
の
「
関
連
人
物
誌
」
に
掲
げ
、
あ
わ
せ
て
既
出
の
人
物
情
報

に
関
す
る
補
遺
や
、
そ
の
他
の
註
釈
情
報
を
蓄
積
す
る
欄
も
新
た
に

設
け
る
こ
と
に
し
た
。

二
　
ノ
ー
ト
に
〝
書
か
れ
た
〟
閩
南
語

一
九
二
〇
年
夏
、
台
湾
・
福
建
を
旅
し
た
佐
藤
春
夫
の
旅
行
記
は
、

訪
問
先
の
政
治
状
況
や
社
会
状
況
に
も
筆
が
及
ぶ
「
文
明
批
評
」
の
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要
素
を
兼
ね
備
え
、
単
な
る
名
所
紀
行
を
超
え
た
「
現
代
」
へ
の
ま

な
ざ
し
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
情
報
は
、
実
際

の
見
聞
と
個
人
の
印
象
に
基
づ
く
経
験
的
な
も
の
で
、
必
ず
し
も
資

料
的
な
裏
付
け
を
経
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
春
夫
の
批
評

的
記
述
に
は
、
情
報
提
供
者
の
主
観
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、日
本
語
に
よ
る
情
報
提
供
者
が
多
か
っ
た
「
台
湾
も
の
」

の
場
合
に
比
べ
、『
南
方
紀
行
』
の
場
合
、
慣
れ
な
い
英
会
話
で
得

た
不
完
全
な
情
報
を
想
像
で
補
っ
た
部
分
が
多
く
、
誤
り
や
盲
点
が

さ
ら
に
発
生
し
や
す
い
構
造
が
あ
っ
た
こ
と
も
最
初
に
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
春
夫
は
な
ぜ
、
第
五
章

「
漳
州
」
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
「
許
卓
然
」
の
名
を
〈
許
督
蓮
〉

な
ど
と
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
問
い
を
立
て

る
こ
と
で
、
春
夫
の
文
化
理
解
の
経
路
に
ま
つ
わ
る
問
題
の
一
端
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
取
材
ノ
ー
ト
の
存
在
で
あ
る
。
互
い
の

言
葉
を
知
ら
な
い
日
本
人
と
中
国
人
と
が
意
思
疎
通
を
図
る
場
合
、

有
効
な
手
段
に
な
る
の
が
筆
談
で
あ
る
。
文
中
に
は
、
記
憶
し
て
お

き
た
い
事
柄
や
、
会
話
中
の
分
か
ら
な
い
単
語
を
ノ
ー
ト
に
書
き
取

る
〈
私
〉
の
姿
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。〈
手
帳
〉〈
懐
中
記
事
冊
〉

と
呼
ば
れ
る
こ
の
メ
モ
帳
は
実
在
し
た
ら
し
く
、
旅
行
記
を
作
成
す

る
際
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
を
春
夫
は
後
年
の
文
章
で
次
の
よ
う
に

明
か
し
て
い
る
。

性
来
不
精
者
の
自
分
は
そ
の
ノ
ー
ト
と
い
ふ
こ
と
を
一
切
し
な

い
。
六
七
年
前
台
湾
か
ら
厦
門
の
方
へ
旅
行
し
た
時
に
は
極
く

簡
単
な
日
録
見
た
や
う
な
も
の
を
作
つ
て
置
い
た
。
と
こ
ろ
が

紀
行
文
を
書
く
段
に
な
つ
て
、
ど
ん
な
に
簡
単
で
も
日
録
の
し

て
あ
つ
た
と
こ
ろ
は
直
ぐ
に
何
か
と
思
ひ
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ

の
抜
け
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
ど
う
も
よ
く
思
ひ
出
せ
な
い
で
困
つ

た
こ
と
が
あ
る
。（
略
）
私
の
旅
行
日
録
と
い
ふ
も
の
は
、
小

さ
な
手
帖
へ
ホ
ン
の
五
六
頁
で
二
三
週
間
分
を
書
き
込
み
、
そ

の
手
帖
の
他
の
部
分
に
は
支
那
人
と
の
筆
談
な
ど
が
あ
つ
た

り
、
花
の
名
前
や
鳥
の
名
前
や
そ
の
外
い
ろ
ん
な
名
刺
な
ど
が

挟
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
ら
の
も
の
が
、
日
録
と
照
応
し
て
自
分

一
人
に
は
非
常
に
細
か
く
役
に
立
つ
た（

１
）。

　

残
念
な
が
ら
、
佐
藤
家
資
料
か
ら
い
ま
だ
こ
の
ノ
ー
ト
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
春
夫
が
メ
モ
し
て

い
た
か
は
作
品
か
ら
あ
る
程
度
ま
で
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ノ
ー
ト
の
存
在
に
直
接
言
及
さ
れ
る
の
は
、
次
の
八
つ
の
場
面
で
あ

る
。
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１
．
鄭
が
章
美
雪
の
婚
約
者
・
黄
禎
良
の
名
を
書
く
場
面
（
26

頁
）

２
．
章
美
雪
の
墓
標
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
場
面
（
26
頁
）

３
．
瞰
青
別
墅
の
門
柱
に
彫
ら
れ
た
対
句
〈
此
地
有
人
長
寄
傲

／
問
天
假
我
幾
何
年
〉
を
メ
モ
す
る
場
面
（
27
頁
）

４
．
鄭
が
鷺
江
八
景
（
鼓
浪
洞
天
、
白
鹿
含
煙
、
虎
渓
夜
月
、

鳳
山
織
雨
、
金
鶏
暁
唱
、
龍
鬚
土
橋
、
万
石
洗
心
、
雲
頂

観
日
）
を
列
挙
す
る
場
面
（
30
頁
）

５
．
鄭
が
漳
州
の
人
口
、
地
勢
、
産
物
（
米
、
紙
、
砂
糖
、
芭

蕉
果
、
茘
枝
、
竜
眼
肉
、
筍
、
糸
、
印
肉
、
水
仙
花
）、
名

所
（
公
園
、
仰
止
亭
、
考
棚
、
西
門
外
、
南
靖
橋
、
南
院
）

等
を
予
備
知
識
と
し
て
書
く
場
面
（
30
頁
、
内
容
は
61
頁
）

６
．
集
美
へ
の
舟
の
中
で
八
日
分
の
日
記
を
つ
け
る
場
面（
同
）

７
．
集
美
学
校
の
青
年
が
な
ぞ
な
ぞ
を
説
明
す
る
の
に〈
謎
灯
〉

鼓浪嶼の基督教墓地　作中の〈基督女徒蔡門車
氏寝室〉。隣が〈待主復臨〉（2008 年撮影）

瞰青別墅の門柱　日光岩の裾にある黄仲訓の別荘。作品に登場する門柱は 2016 年にも
現存を確認。春夫のメモは刻まれた文字と正確に一致（2008 年撮影）
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と
書
く
場
面
（
34
頁
）

８
．
鄭
が
集
美
の
帰
路
に
見
た
魚
の
名
を
〈
神
魚

―
白
鰐
。〉

と
教
え
る
場
面
（
39
頁
）

　

直
接
的
な
言
及
が
あ
る
の
は
以
上
の
通
り
だ
が
、『
南
方
紀
行
』

に
は
記
憶
だ
け
で
は
到
底
書
け
そ
う
も
な
い
情
報
が
数
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
ノ
ー
ト
の
内
容
は
こ
れ
以
外
に
も
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
特
に
閩
南
語
が
多
用
さ
れ
る
第
四
章

の
「
鷺
江
の
月
明
」
は
、
メ
モ
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
成
立
し
な
か
っ

た
章
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
集
美
学
校
参
観
の
帰
路
、
鼓
浪
嶼
に
戻
る

海
上
で
見
た
夕
景
色
に
興
を
催
し
、林
季
商
の
邸
（
鼓
浪
嶼
宮
保
第
）

か
ら
林
正
熊
を
誘
い
出
し
て
寮
仔
後
の
妓
館
に
遊
び
に
行
く
顚
末
を

描
い
た
こ
の
短
い
章
の
な
か
に
、
実
に
二
九
例
も
の
閩
南
語
が
登
場

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
南
方
紀
行
』
で
も
特
異
と
い
え
る
数
で

あ
る
。
恐
ら
く
春
夫
は
、
中
国
の
伝
統
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
紹
介

す
る
こ
の
章
を
、
言
語
表
記
の
上
で
も
異
国
音
楽
風
に
演
出
し
よ
う

と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
春
夫
の
遊
び
心
と
実
験
精
神
が
垣
間

見
え
る
よ
う
な
試
み
で
あ
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
閩
南
語
を
一
覧
に
し
た
の
が
【
表
】
で
あ
る
。

こ
う
し
て
集
め
て
み
る
と
、
春
夫
の
閩
南
語
表
記
に
は
原
則
二
種
類

の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
意
味
を
示
す
漢
字
に
カ
タ
カ
ナ
で

ル
ビ
を
付
す
場
合
と
、
漢
字
の
あ
と
に
教
会
ロ
ー
マ
字
式
で
発
音
記

号
を
付
す
場
合
と
で
あ
る
。
前
者
は
春
夫
自
身
が
聞
き
取
っ
て
メ
モ

す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
後
者
は
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
し
、
鄭

に
書
い
て
も
ら
う
か
、
後
か
ら
辞
書
で
調
べ
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ

る
。教

会
ロ
ー
マ
字
式
は
一
九
世
紀
中
葉
に
布
教
の
た
め
開
発
さ
れ
た

閩
南
語
の
表
記
法
で
あ
る
か
ら
、教
会
学
校
出
の
鄭
（
あ
る
い
は
周
）

な
ら
で
は
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
「
鷺
江
の
月
明
」
に
指
摘
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。
ロ
ー
マ
字
式
の
例
は
音
楽
用
語
に
集
中
し
て
お
り
（
８
～

17
）、
総
じ
て
極
め
て
正
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
あ
る
特

徴
的
な
ミ
ス
が
存
在
し
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
厦
門
に
お
け
る
春
夫
の

原
体
験
を
あ
り
あ
り
と
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
16
の
〈
開
天
冠
〉
で
あ
る
。
春
夫
は
こ
れ
を
〈
北
館

―
北
方
支
那
風
の
音
楽
〉
を
代
表
す
る
曲
目
と
理
解
し
て
い
た
形

跡
が
あ
る
。
し
か
し
、〈
北
館
〉pak-kóan

の
正
し
い
表
記
は「
北
管
」

pak-kóan

で
あ
り
、〈
開
天
冠
〉khui-thian-koan

も
正
し
く
は
「
開

天
官
」khui-thian-koa ⁿ

と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
発
音
の
み
に
基
づ

い
て
後
か
ら
漢
字
を
当
て
た
場
合
に
起
こ
り
が
ち
な
ミ
ス
で
あ
る
。

「
開
天
官
」
と
は
、〈
陰
暦
初
一
十
五
。
客
須
開
天
官
。
即
唱
天
官
賜

福
一
齣
也
〉（

２
）〈

毎
逢
朔
望
前
後
。
熟
客
往
者
多
開
天
官
。
爲
其
所
暱

作
面
子
。
無
分
大
小
堂
均
十
元
〉（

３
）

と
あ
る
よ
う
に
、
陰
暦
一
日
と

一
五
日
に
、
妓
館
の
馴
染
客
が
北
管
扮
仙
戯
の
曲
目
「
天
官
賜
福
」

を
盛
大
に
演
奏
さ
せ
て
面
子
を
施
す
こ
と
を
指
す
花
柳
語
彙
で
あ
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【表】「鷺江の月明」章に登場する閩南語の一覧

No 春夫の表記 漢羅／教会羅馬字 No 春夫の表記 漢羅／教会羅馬字

1 神
シンヒイ

魚 神魚 sîn-hî 16 開天冠（Khui 
thian koan）

開天官
khui-thian-koaⁿ

2 白
ペーゴオ

鰐 白鱷 pe ̍h-go ̍k 17 打茶圍
（Khui le poa）

開茶盤
khui-tê-pôaⁿ

3 月
ガツトライヒヨン

來 香 月來香
go ̍eh-lâi-hiong 18 柑

ガ ン マ

仔 柑仔 kam-á

4 藝
ゲイトワ

者 藝妲 gē-tòaⁿ 19 却
キヨーア

仔 卻仔 khioh-á

5 小
シヨウフウクイ

富 貴 小富貴
sió-hù-kùi 20 阿

アチヨオ

招 阿招 a-chiau

6 瓜
コエチイ

子 瓜子 koe-chí 21 錦
ギ ム マ

仔 錦仔 gím-á

7 眞
チンスイ

美 眞 súi（媠）
chin-súi 22 玉

ゲフユア

葉 玉葉仔
gio̍k-hio̍h-á

8 琵琶（Gi pe） 琵琶 gî-pê 23 寶
ホオギア

玉 寶玉仔 pó-ge ̍k-á

9 絃（Hian） 絃 hiân 24 寶
ホオチン

靑 寶靑 pó-chhiⁿ

10 爆鼓（Piak ko） 爆鼓 piak-kó ͘ 25 寶
ホオレン

蓮 寶蓮 pó-liân

11 鑼（Ro） 鑼 lô 26 再
コオライチエ

來坐 閣來坐
koh-lâi-chē

12 喇叭（Cahe） 吹 chhe 27 U
ウ ナ

na  K
キ ア

ia 勻仔行
ûn-á-kiâⁿ

13 大鋍
（Ta chhim）

大 chhîm（鑱）
tōa-chhîm 28 慢走

（Man Kia）
慢行
bān-kiâⁿ

14 小鋍
（Hsiao chhim）

小 chhîm（鑱）
sió-chhîm 29 漕

コーツーナア

ぐ者 划船的
kò-chûn-ê

15 拍子（Phek） 拍 phek

「漢羅／教会羅馬字」欄は、オンライン版の「新版台華辭典」（台文／華文線頂辭典
http://210.240.194.97/ungian/soannteng/chil/Taihoa.asp）に基く。漢羅の表記の一部は中華民國教育部
國語推行委員會編「臺灣閩南語常用詞辭典」（http://twblg.dict.edu.tw/holodict_new/default.jsp）を参
考にした。
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る
。
料
金
は
『
南
方
紀
行
』
に
あ
る
通
り
一
〇
元
。
厦
門
で
は
北
管

歌
妓
（
堂
子
班
）
が
集
ま
る
寮
仔
後
の
み
に
見
ら
れ
る
習
慣
で
あ
っ

た
が
、
春
夫
は
鄭
が
メ
モ
帳
に
記
し
た
こ
の
花
柳
語
彙
を
、
音
楽
用

語
と
勘
違
い
し
た
の
で
あ
る
。

〈K
hui le poa

〉
も
や
や
複
雑
だ
が
ほ
ぼ
同
様
の
ミ
ス
で
あ
る
。

恐
ら
く
春
夫
は
、
ノ
ー
ト
に
手
書
き
さ
れ
た
「khui-tê-pôa ⁿ

」（
開

茶
盤
）
の
「
ｔ
」
の
一
画
を
見
落
と
し
、「
ｌ
」
と
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
開
茶
盤
」
は
「
打
茶
圍
」tá ⁿ-tê-ûi

に
等
し
く
、〈
堂
裏
所
有
妓
女

皆
出
招
待
。
可
令
唱
戲
二
三
齣
。
有
煙
茶
菓
品
共
客
〉（

４
）と

い
う
こ
と

を
指
す
。
す
な
わ
ち
、〈
数
人
の
女
た
ち
が
ど
や
ど
や
と
出
て
来
て
、

皆
、
先
づ
林
正
熊
に
話
か
け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
女
が
そ
れ
ぞ
れ
に

一
摘
み
づ
つ
の
瓜
子

―
例
の
西
瓜
の
種
を
乾
し
た
も
の

―
を
私

た
ち
に
く
れ
た
〉
と
春
夫
が
書
い
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
ま
さ
に
「
打

茶
圍
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
春
夫
は
こ
れ
も
、〈
北
館
の
開
天
冠
に

相
当
す
る
南
館
の
打
茶
囲
〉
と
い
う
言
い
方
で
、
南
方
音
楽
の
代
表

曲
を
指
す
音
楽
用
語
と
誤
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
メ
モ
が

十
分
で
な
か
っ
た
た
め
か
、
同
義
語
な
が
ら
発
音
と
対
応
し
な
い
別

語
彙
の
漢
字
を
説
明
に
宛
て
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
確
か
に
誤
り
で
は
あ
る
の
だ
が
、
鷺
江
の
満
月
の
晩
、

貴
公
子
の
林
正
熊
を
中
心
に
大
勢
の
歌
妓
を
侍
ら
せ
た
華
や
か
な
宴

席
で
、
春
夫
は
必
死
に
閩
南
語
に
耳
を
澄
ま
せ
、
慣
れ
な
い
英
語
で

繰
り
返
し
鄭
享
綬
に
説
明
を
求
め
な
が
ら
状
況
を
理
解
し
よ
う
と
し

厦門の歌妓
“Chinese singing girls” 厦門美璋照像館発行。1910 年代（河野蔵）
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て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
作
家
ら
し
い
努
力
を
こ
こ
に
汲
み
取
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
浮
か
れ
た
雰
囲
気
の
中
で
、
鄭
も
ま
た
極
め

て
親
切
に
春
夫
の
問
い
に
答
え
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
章
に
残
さ
れ

た
か
な
り
正
確
な
教
会
ロ
ー
マ
字
式
表
記
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

現
実
の
「
許
卓
然
」hí-toh-jiân

を
〈
許
督
蓮
〉hí-tok-liân

に

誤
る
と
い
う
、
日
本
語
で
は
通
常
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
ミ
ス
も
、

ノ
ー
ト
に
メ
モ
し
た
教
会
ロ
ー
マ
字
式
表
記
の
「
ｈ
」
を
「
ｋ
」
に
、

「
ｊ
」
を
「
ｌ
」
に
読
み
誤
り
、
後
か
ら
別
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
漢

字
を
当
て
は
め
た
場
合
に
起
こ
り
う
る
ミ
ス
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
こ

に
は
、
漢
字
と
厳
密
な
対
応
関
係
を
持
た
ず
、
教
会
ロ
ー
マ
字
式
と

い
う
特
殊
な
表
音
式
の
書
記
体
系
を
持
っ
て
い
た
閩
南
語
独
特
の
書

記
方
法
の
問
題
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
ミ
ス
に
は
、
失
わ

れ
た
取
材
ノ
ー
ト
を
埋
め
て
い
た
は
ず
の
肉
筆
の
筆
勢
を
ま
ざ
ま
ざ

と
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
後
か
ら
参
照
し
て
字
画
を
読
み
誤
る

ほ
ど
の
走
り
書
き
に
は
、
書
物
に
よ
る
情
報
摂
取
と
は
違
う
、
異
文

化
接
触
の
最
前
線
の
痕
跡
が
充
満
し
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

三
　﹃
南
方
紀
行
﹄
関
連
人
物
誌
（
附
録
続
稿
）

（
四
）
周
坤
元

福
建
省
思
明
県
出
身
。
鼓
浪
嶼
の
尋
源
中
学
を
卒
業
後
、
養
元
小

学
校
長
。
一
九
二
二
年
九

月
、
養
元
小
学
・
尋
源
中

学
と
同
じ
米
国
帰
正
教
会

経
営
の
ホ
ー
プ
カ
レ
ッ
ジ

（
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
）
三

年
次
に
編
入
、
一
九
二
四

年
六
月
同
校
を
卒
業（

５
）。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
カ
レ
ッ

ジ
に
進
学
し
、
翌
年
教
育
学
修
士
号
を
取
得（

６
）。

帰
国
後
の
一
九
二
九

年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
尋
源
中
学
（
一
九
二
五
年
漳
州
に
移
転
）

の
校
長
を
務
め
た（

７
）。

そ
の
後
、
福
建
造
紙
廠
総
務
課
主
任
と
し
て
実

業
に
携
わ
っ
た
期
間
が
あ
る
が
、
日
中
戦
争
勃
発
に
よ
る
工
場
閉
鎖

で
出
国（

８
）。
緬ビ
ル
マ甸
の
仰ヤ
ン
ゴ
ン光
華
僑
中
学
校
教
務
主
任
、
の
ち
新シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

加
坡
華
僑

中
学
に
転
任
、
そ
の
半
年
後
、
一
九
四
一
年
マ
レ
ー
の
吉

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

隆
坡
中

華
中
学
に
校
長
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。
人
柄
は
穏
や
か
で
親
し
み
や

す
く
、
同
僚
生
徒
の
信
頼
を
集
め
た
が
、
腸
熱
症
に
倒
れ
て
三
週
間

の
医
治
も
虚
し
く
、
一
九
四
一
年
六
月
一
一
日
正
午
、
文セ

タ
パ
ク

良
港
中
央

医
院
に
て
急
逝
。
鼓
浪
嶼
に
老
母
が
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
妻
子
が
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
長
男
が
残
さ
れ
た（

９
）。

春
夫
が
鄭
享
綬
の
友
人
で
あ
る
周
校
長
の
世
話
で
養
元
小
学
の
職

員
宿
舎
に
滞
在
し
た
の
は
、
厦
門
渡
航
三
日
目
の
一
九
二
〇
年
七
月

二
四
日
か
ら
、漳
州
に
発
つ
八
月
一
日
朝
ま
で
の
約
一
週
間
で
あ
る
。

『
南
方
紀
行
』
に
よ
れ
ば
、
春
夫
と
の
会
話
は
英
語
だ
っ
た
と
言
う
。

周坤元
（？～ 1941）
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滞
在
初
日
、
周
は
小
雨
の
中
を
厦
門
ま
で
春
夫
と
鄭
を
出
迎
え
、
ま

た
漳
州
行
の
際
に
は
案
内
人
と
し
て
朱
雨
亭
に
連
絡
し
、
名
刺
に
紹

介
状
を
書
い
て
春
夫
に
渡
し
て
い
る
。
春
夫
は
作
中
で
周
を
〈
厦
門

で
私
を
深
切
に
取
扱
つ
て
く
れ
た
人
の
ひ
と
り
〉
と
呼
び
感
謝
し
て

い
る（

（1
（

。
尋
源
中
学
時
代
の
周
坤
元
が
、
鄭
享
綬
ら
と
共
に
倒
袁
運
動
に
呼

応
し
た
革
命
シ
ン
パ
だ
っ
た
こ
と
は
前
稿
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

二
人
が
学
生
軍
と
し
て
参
加
予
定
だ
っ
た
一
九
一
六
年
二
月
二
日
の

「
厦
門
起
義
」
が
未
遂
で
潰
え
た
後
、
袁
世
凱
の
死
に
よ
っ
て
倒
袁

運
動
は
一
段
落
を
告
げ
た
が
、
周
は
そ
の
後
も
革
命
勢
力
へ
の
支
援

を
続
け
た
形
跡
が
あ
る
。
例
え
ば
、許
卓
然
（『
南
方
紀
行
』
の
〈
許

督
蓮
〉
の
モ
デ
ル
）
が
林
翰
仙
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
華
僑
）
の
支
援
で
発

行
し
て
い
た
反
政
府
系
新
聞
『
民
鐘
報
』（
一
九
一
六
年
一
〇
月
一

日
創
刊
）
が
、
福
建
督
軍
・
李
厚
基
の
忌
諱
に
触
れ
、
一
九
一
八
年

五
月
二
八
日
の
摘
発
で
出
版
停
止
に
遭
っ
た
際
、
周
校
長
は
そ
の
関

係
者
を
養
元
小
学
の
宿
舎
に
匿
い
、
彼
ら
の
厦
門
脱
出
を
幇
助
し
て

い
る（

（1
（

。
春
夫
と
鄭
享
綬
が
同
じ
宿
舎
に
滞
在
す
る
二
年
前
の
こ
と
で

あ
る
。
当
然
周
は
そ
の
時
の
模
様
を
鄭
に
熱
心
に
語
っ
た
は
ず
で
、

同
席
し
た
春
夫
は
そ
の
話
題
を
も
と
に
『
南
方
紀
行
』
の
「
漳
州
」

章
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。『
民
鐘
報
』
の
主
な
出
資
者
は
、
ヤ
ン

ゴ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
在
住
の
南
洋
華
僑
で

あ
り
、
許
卓
然
が
そ
の
連
絡
係
に
当
た
っ
て
い
た
。
周
が
後
に
南
洋

方
面
へ
と
戦
火
を
逃
れ
た
事
情
に
は
、『
民
鐘
報
』
時
代
に
築
か
れ

た
人
脈
と
の
関
与
も
想
定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

教
育
者
と
し
て
の
周
の
風
貌
は
、
養
元
小
学
の
卒
業
生
で
園
芸
学

者
の
李
来
栄
（
一
九
〇
八
～
一
九
九
二
）
が
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い

る
。〈
周
坤
元
と
い
う
先
生
を
覚
え
て
い
る
。
彼
は
我
々
に
背
筋
を

伸
ば
す
よ
う
厳
し
く
求
め
、
毎
日
壁
際
に
立
た
せ
て
は
猫
背
を
矯
正

し
た
。
彼
は
言
っ
た
。「
君
た
ち
は
大
き
く
な
っ
た
ら
教
師
に
な
る

だ
ろ
う
。
大
使
や
外
交
官
に
な
る
者
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
国
を

代
表
し
て
演
壇
に
立
ち
、
外
国
人
と
渡
り
合
う
の
だ
か
ら
、
必
ず
背

筋
を
伸
ば
し
て
堂
々
と
威
厳
を
示
せ
。
国
家
の
体
面
を
汚
し
て
は
な

ら
な
い
。」
こ
の
指
導
で
私
は
民
族
の
自
尊
心
を
啓
発
さ
れ
た
。
数

十
年
来
ず
っ
と
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
〉（

（1
（

。
別
な
文
章
で
も

李
は
、
周
が
手
鼻
を
か
ん
だ
り
地
面
に
唾
を
吐
い
た
り
す
る
演
技
を

生
徒
に
見
せ
る
こ
と
で
悪
習
慣
を
自
覚
さ
せ
た
り
、
階
段
の
踊
り
場

に
姿
見
を
設
置
し
て
、
こ
こ
を
通
る
た
び
に
生
徒
自
身
が
横
か
ら
自

分
の
立
姿
を
点
検
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
り
と
、
自
己
教
育
を
徹
底

さ
せ
る
指
導
方
針
だ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（

（1
（

。
さ
ら
に
周
は
病
に

倒
れ
る
直
前
の
一
九
四
一
年
五
月
四
日
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
青
年

協
進
社
の
式
典
で
、
五
四
運
動
の
顚
末
を
詳
細
に
語
り
、
現
代
青
年

を
鼓
舞
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
民
族
意
識
と
国
際
意
識
を
兼
ね

備
え
た
、紳
士
的
で
凛
と
し
た
新
時
代
の
教
師
像
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。

（
写
真
はT

he M
ilestone: H

ope College Y
ear Book, 1923

）
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（
五
）
徐
朝
帆

一
八
八
九
年
八
月
一
九

日
、
台
北
の
西
、
枋
橋
近

在
の
擺
接
堡
深
坵
の
農
家

に
父
徐
清
華
、
母
陳
阿
教

の
四
男
と
し
て
生
れ
る
。

枋
橋
公
学
校
（
一
九
〇
八
）、

台
湾
総
督
府
農
事
試
験
場
乙
科
（
一
〇
）
を
卒
業
後
、
枋
橋
公
学
校

枋
藔
分
校
（
一
一
）、
漳
和
公
学
校
（
一
二
）、
枋
橋
公
学
校
（
一
五
）

の
雇
と
し
て
教
壇
に
立
つ
。
こ
の
間
、
地
方
学
事
講
習
会
（
一
一
）、

台
湾
総
督
府
国
語
学
校
臨
時
農
業
教
員
講
習
科
（
一
三
）
を
受
講
し

て
研
鑽
を
積
み
、
そ
の
成
績
が
認
め
ら
れ
て
一
六
年
無
試
験
検
定
で

台
湾
公
学
校
訓
導
免
許
を
受
け
た（

（1
（

。

厦
門
旭
瀛
書
院
勤
務
の
辞
令
は
一
八
年
三
月
三
一
日
発
令（

（1
（

。以
来
、

三
二
年
五
月
三
一
日
に
家
事
都
合
で
依
願
退
職
す
る
ま
で（

（1
（

、
勤
続

一
四
年
に
及
ん
だ
。
帰
台
後
は
貸
地
業
の
傍
ら
板
橋
街
協
議
委
員
な

ど
を
務
め
る
が
、
一
九
四
一
年
四
月
五
日
、
五
三
歳
で
歿
し
た（

（1
（

。

春
夫
と
出
会
っ
た
一
九
二
〇
年
当
時
は
数
え
の
三
二
歳
。
鄭
享
綬

が
先
に
帰
台
す
る
た
め
漳
州
見
物
の
通
訳
が
必
要
に
な
っ
た
春
夫

は
、
七
月
二
九
日
、
旭
瀛
書
院
の
岡
本
要
八
郎
院
長
を
訪
ね
、
徐
朝

帆
・
余
錦
華
の
二
人
を
紹
介
さ
れ
る
。
八
月
一
日
午
前
七
時
、
鎮
邦

街
の
新
高
銀
行
前
で
春
夫
と
待
合
せ
、三
日
ま
で
行
動
を
共
に
し
た
。

『
南
方
紀
行
』
第
六
章
の
「
漳
州
」
で
徐
を
描
く
春
夫
の
ま
な
ざ

し
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
案
内
人
兼
通
訳
と
し
て
同
行
し
な
が

ら
、
漳
州
に
は
不
案
内
で
あ
り
、
ま
た
現
地
の
反
日
感
情
を
警
戒
し

て
十
分
な
役
割
を
果
た
せ
な
か
っ
た
徐
と
余
に
対
し
、〈
こ
の
人
た

ち
は
一
た
い
妙
に
先
生
気
質
で
人
に
物
を
問
ふ
の
を
喜
ば
な
い
風
が

あ
る
。
同
時
に
よ
く
知
ら
な
い
事
を
問
は
れ
る
の
を
も
嫌
が
る
〉
と

春
夫
は
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
。
だ
が
一
方
で
は
、
漳
州
近
郊
の
開

け
た
平
野
を
眺
め
、〈
こ
れ
は
肥
沃
な
い
い
土
地
で
す
。
台
北
あ
た

り
の
田
舎
よ
り
、
農
作
に
は
ず
つ
と
い
い
に
決
つ
て
ゐ
る
〉
と
い
か

に
も
楽
し
げ
な
嘆
声
を
放
っ
た
り
、
仰
止
亭
の
故
事
に
感
心
し
て
急

に
興
味
を
覚
え
た
り
す
る
徐
の
無
邪
気
さ
や
一
途
な
勤
勉
さ
に
好
意

的
な
眼
差
し
を
送
っ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

徐
朝
帆
の
名
は
、「
中
国
も
の
」
の
代
表
作
で
あ
る
「
星
」
の
題

材
提
供
者
と
し
て
春
夫
研
究
で
は
重
要
で
あ
る
。『
南
方
紀
行
』
に

よ
れ
ば
、「
星
」
は
八
月
二
日
の
晩
、
漳
州
宏
仁
医
院
の
二
階
に
枕

を
並
べ
て
徐
が
語
っ
て
く
れ
た
話
か
ら
構
想
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
話
は
「
歌コ

ア
ヒ
イ

仔
戲
」koa-á-hì

と
呼
ば
れ
る
福
建
・
台
湾
地
方
の

民
間
演
劇
の
題
目
と
し
て
有
名
な
「
陳
三
五
娘
」
に
基
づ
い
た
も
の

で
あ
る
。
現
地
住
民
の
視
線
を
気
に
す
る
必
要
の
な
い
場
所
で
は
、

徐
は
春
夫
に
対
し
て
十
分
に
親
切
を
尽
く
し
た
。
彼
は
確
か
に
、
閩

南
文
化
の
案
内
人
と
し
て
春
夫
文
学
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ

る
。

徐朝帆
（1889 ～ 1941）
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徐
朝
帆
は
そ
の
後
、

「
星
」
と
似
た
状
況
を
自

ら
の
家
庭
で
経
験
す
る
こ

と
に
な
る
。
徐
の
妻
・
林

珠
（
一
八
九
四
～
一
九
三
九
）

は
職
場
の
同
僚
で
、

一
九
一
〇
年
台
湾
総
督
府
附
属
女
学
校
技
芸
科
を
卒
業
し
た
才
媛
で

あ
っ
た
。
一
三
年
四
月
の
入
籍
後
も
夫
妻
常
に
同
じ
教
壇
に
立
ち
、

一
八
年
の
厦
門
赴
任
も
同
時
だ
っ
た
が（

（1
（

、
肺
尖
カ
タ
ル
と
診
断
さ
れ

二
六
年
に
依
願
退
職（

（2
（

。
長
く
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
二
人

の
間
に
は
翠
娥
（
一
四
生
）・
翠
薇
（
一
六
生
）
の
二
女
が
あ
っ
た

が
男
子
が
な
く
、
朝
帆
は
退
職
帰
台
後
、
珠
の
合
意
の
も
と
板
橋
林

本
源
の
九
姨
太
の
養
女
・
張
來
成
（
一
九
一
五
～
一
九
五
二
）
を
第

二
夫
人
と
し
て
迎
え
、
世
雄
（
三
四
生
）、
世
昭
（
三
七
生
）、
雪
子

（
三
九
生
）
の
二
男
一
女
を
得
た
。
努
力
家
の
元
教
員
で
煙
草
・
酒

も
嗜
ま
ず
、
兄
弟
に
は
そ
の
厳
格
さ
が
恐
れ
ら
れ
た
朝
帆
で
あ
っ
た

が
、
四
二
歳
で
儲
け
た
長
子
世
雄
の
誕
生
に
は
手
放
し
の
喜
び
を
隠

さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
第
二
の
結
婚
は
、
珠
が
積
極
的

に
仲
立
ち
す
る
こ
と
で
成
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

「
星
」
で
は
、
第
一
夫
人
の
五
娘
が
第
二
夫
人
の
益
春
に
心
を
移

し
た
陳
三
の
愛
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
悲
劇
が
起
こ
る
が
、
林
珠
の

場
合
、
自
ら
譲
る
形
で
來
成
と
の
結
婚
を
朝
帆
に
勧
め
て
い
る
点
が

大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、
珠
に
五
娘
の
侘
し
さ
が
全
く
な
か
っ
た

は
ず
は
な
く
、
二
七
歳
で
夫
に
先
立
た
れ
三
人
の
子
を
育
て
た
來
成

に
も
、益
春
に
劣
ら
ぬ
苦
労
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。年
代
的
に「
星
」

の
題
材
提
供
と
こ
の
件
に
直
接
の
関
連
性
は
な
い
が
、
作
品
が
描
い

た
の
は
、
家
系
の
存
続
を
最
も
重
視
し
た
時
代
に
こ
の
地
方
に
珍
し

く
な
か
っ
た
家
庭
の
情
景
で
あ
り
、
そ
の
中
に
生
き
る
女
性
た
ち
の

苦
悩
と
悲
哀
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。（
写
真
は
徐
世
雄
氏
提
供
）

（
六
）
余
錦
華

一
八
九
八
年
一
月
二
六

日
、
新
竹
街
西
門
に
生
れ

る
。
一
九
一
七
年
三
月
、

台
湾
総
督
府
国
語
学
校
公

学
師
範
部
乙
科
卒
業
と
同

時
に
公
学
校
訓
導
免
許
を

受
け（

（2
（

、
同
年
新
竹
庁
後
壠
公
学
校
に
赴
任（

（2
（

。
一
九
二
〇
年
四
月
一
九

日
付
の
辞
令
で
厦
門
旭
瀛
書
院
に
転
任
す
る（

（2
（

。
し
か
し
一
九
二
三
年

春
か
ら
体
調
が
優
れ
ず
、
神
経
衰
弱
の
た
め
八
月
二
九
日
付
で
依
願

退
職
し
た（

（2
（

。
そ
の
後
、
厦
門
台
湾
公
会
職
員
と
し
て
「
台
呉
案
解
決

委
員
会
」
の
書
記
に
名
を
連
ね
て
い
る
が（

（2
（

、
正
確
な
在
任
期
間
や
帰

台
の
時
期
を
含
め
、
そ
の
後
の
足
取
り
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

徐
朝
帆
と
共
に
春
夫
の
漳
州
行
に
同
行
し
た
と
き
、
余
錦
華
は
作

余錦華
（1898 ～？）

厦門白鹿洞にて
徐朝帆（左）と余錦華（右）

四
　
人
物
及
事
項
註
釈
（
補
遺
）

東
熈
市
（
人
物
誌
二
）

東
熈
市
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
本
連
載
（
三
）
で
概
略
に
触
れ
、

前
述
の
「
佐
藤
春
夫
、
台
湾
で
居
候
に
な
る
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
東

熈
市
一
家
の
記
憶
か
ら
―
」
に
詳
細
年
譜
を
掲
載
し
た
。
そ
の
後
、

東
が
一
九
二
八
年
、
台
湾
総
督
府
技
師
任
用
の
際
に
作
成
し
た
自
筆

履
歴
書
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り（

（2
（

、
こ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
新

事
実
が
判
明
し
て
い
る
。

ま
ず
、
東
は
一
九
一
四
年
一
一
月
一
八
日
に
歯
科
医
師
免
許
証
を

林珠
（1894 ～ 1939）
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中
に
あ
る
通
り
二
三
歳
。
厦
門
赴
任
か
ら
わ
ず
か
三
か
月
半
し
か

経
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
漳
州
に
不
案
内
だ
っ
た
の
も
無
理
は
な

い
。〈
何
を
見
て
も
、
唯
「
暑
い
、
暑
い
」
と
ば
か
り
言
っ
て
ゐ
て
、

何
時
も
き
よ
と
ん

0

0

0

0

と
し
た
つ
ま
ら
な
さ
さ
う
な
顔
を
し
て
ゐ
る
〉
と

評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
春
夫
が
街
で
見
た
様
々
な
景
物
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、〈
あ
ま
り
日
本
語
で
話
を
し
な
い
方

が
い
い
。
皆
、
日
本
人
を
嫌
っ
て
ゐ
る
か
ら
〉
と
た
ま
り
兼
ね
た
よ

う
に
言
っ
て
迷
惑
そ
う
に
見
え
た
と
い
う
。
日
本
権
益
に
守
ら
れ
て

勢
力
を
拡
張
し
つ
つ
あ
っ
た
台
湾
籍
民
は
、
福
建
省
の
地
元
住
民
と

の
間
に
摩
擦
を
生
じ
や
す
い
微
妙
な
立
場
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
反

北
洋
政
府
派
で
あ
る
南
軍
の
陳
烱
明
が
統
治
す
る
当
時
の
漳
州
は
、

反
日
感
情
の
強
い
地
域
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
一
見
過
剰
に
見

え
る
徐
や
余
の
警
戒
に
も
相
応
の
理
由
が
あ
り
、
必
ず
し
も
彼
ら
が

不
親
切
だ
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
（
本
連
載
の
（
一
）
を
参
照
）。

む
し
ろ
台
湾
籍
民
が
日
本
人
（
内
地
人
）
と
大
陸
を
旅
行
す
る
際
、

い
か
に
神
経
質
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
を
作
品
か
ら
読
み
取

る
べ
き
だ
ろ
う
。
中
国
籍
で
地
元
意
識
が
あ
っ
た
鄭
享
綬
の
気
楽
な

案
内
と
の
差
異
も
、
彼
ら
が
台
湾
籍
で
あ
っ
た
こ
と
に
主
な
原
因
が

あ
る
は
ず
で
あ
る
。（
写
真
は
徐
朝
帆
旧
蔵
ア
ル
バ
ム
に
見
え
る
旭

瀛
書
院
職
員
の
中
か
ら
、
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
卒
業
写
真（

（2
（

と
の
照

合
に
よ
っ
て
判
定
し
た
も
の
。
徐
世
雄
氏
提
供
）

厦門白鹿洞にて
徐朝帆（左）と余錦華（右）

四
　
人
物
及
事
項
註
釈
（
補
遺
）

東
熈
市
（
人
物
誌
二
）

東
熈
市
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
本
連
載
（
三
）
で
概
略
に
触
れ
、

前
述
の
「
佐
藤
春
夫
、
台
湾
で
居
候
に
な
る
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
東

熈
市
一
家
の
記
憶
か
ら
―
」
に
詳
細
年
譜
を
掲
載
し
た
。
そ
の
後
、

東
が
一
九
二
八
年
、
台
湾
総
督
府
技
師
任
用
の
際
に
作
成
し
た
自
筆

履
歴
書
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り（

（2
（

、
こ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
新

事
実
が
判
明
し
て
い
る
。

ま
ず
、
東
は
一
九
一
四
年
一
一
月
一
八
日
に
歯
科
医
師
免
許
証
を
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下
付
さ
れ
た
後
、一
九
一
五
年
六
月
ま
で〈
於
同
校
歯
科
医
学
研
究
〉、

〈
同
年
十
二
月
一
年
志
願
兵
ト
シ
テ
入
営
〉、
一
九
一
六
年
一
二
月
一

日
〈
除
隊
〉、
同
一
二
月
か
ら
〈
神
戸
市
朝
比
奈
医
院
ニ
於
テ
歯
科

医
学
研
究
〉、
そ
し
て
一
九
一
七
年
八
月
に
〈
渡
台
／
高
雄
ニ
於
テ

歯
科
医
開
業
〉
と
記
載
し
て
い
る
。

神
戸
市
朝
比
奈
医
院
に
つ
い
て
は
新
情
報
で
あ
る
。
海
岸
通
一
ノ

二
に
あ
っ
た
著
名
な
歯
科
医
・
朝
比
奈
藤
太
郎
（
後
に
大
阪
歯
科
医

学
専
門
学
校
校
長
）
の
研
究
所
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
し
か

し
卒
業
直
後
の
動
向
は
正
確
で
は
な
い
。
一
九
一
五
年
一
月
の
『
歯

科
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
転
居
先
〈
台
湾
基
隆
、
抱
歯
療
院
方
〉（

（3
（

は

抱
平
三
郎
（
一
九
一
六
年
中
に
病
歿
）（

（3
（

経
営
の
診
療
所
と
し
て
基

隆
に
実
在
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。岡
本
要
八
郎
の
教
え
子
で
、

新
竹
や
厦
門
で
開
業
し
た
陳
永
石
樹
も
こ
こ
で
技
術
を
習
得
し
た（

（3
（

。

ま
た
、
打
狗
（
高
雄
）
で
の
開
業
は
、
一
九
一
七
年
五
月
一
五
日
に

東
が
岡
田
医
院
歯
科
部
（
院
主
岡
田
次
太
郎
、
又
の
名
を
隆
弘
）
で

診
療
を
開
始
し
た
旨
の
報
道
が
見
つ
か
っ
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
ら
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
情
報
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
。

た
だ
し
、履
歴
書
に
見
え
る
一
九
二
〇
年
八
月（
春
夫
滞
在
中
）〈
任

陸
軍
歩
兵
軍
曹
〉、
一
九
二
三
年
三
月
二
六
日
〈
臨
時
歯
科
医
ヲ
命

ス
（
厦
門
医
院
）〉、
同
年
七
月
九
日
〈
御
用
済
ニ
付
解
職
（
同
）〉、

同
年
八
月
二
三
日
〈
厦
門
医
院
副
医
長
ヲ
命
ス
〉、
一
九
二
四
年
四

月
三
〇
日
〈
任
台
湾
総
督
府
技
手
〉
な
ど
の
情
報
は
、
軍
務
・
官
職

に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
信
頼
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

鄭
享
綬
（
人
物
誌
三
）

一
九
一
六
年
二
月
二
日
の
「
厦
門
起
義
」
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
後
、

鄭
享
綬
が
ど
の
よ
う
に
し
て
台
湾
打
狗
の
東
熈
市
と
知
り
合
い
、
歯

科
の
技
工
助
手
と
し
て
働
き
始
め
た
の
か
、
詳
し
い
所
は
分
か
っ
て

い
な
い
。
だ
が
、
こ
の
間
の
空
白
を
埋
め
る
新
し
い
事
実
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

洪
卜
仁
主
編
『
厦
门
体
坛
百
年
』
所
収
記
事（

（3
（

に
よ
れ
ば
、
鄭
享
綬

は
一
九
一
五
年
一
一
月
二
七
日
、
演
武
場
（
現
厦
門
大
学
附
近
）
で

開
催
さ
れ
た
第
一
回
厦
門
運
動
会
に
尋
源
書
院
代
表
と
し
て
出
場
し

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
翌
年
一
二
月
九
日
の
第
二
回
厦
門
運
動
会

で
、
二
二
〇
ヤ
ー
ド
競
走
、
四
四
〇
ヤ
ー
ド
競
走
、
一
二
ポ
ン
ド
鉄

球
な
ど
四
種
目
で
優
勝
し
、
最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

活
躍
か
ら
鄭
は
、
一
九
一
七
年
五
月
八
日
か
ら
一
二
日
に
東
京
芝
浦

で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
極
東
選
手
権
大
会
（
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

遠
東
運
動
会
）
の
中
国
代
表
選
手
に
抜
擢
さ
れ
、
四
四
〇
ヤ
ー
ド
競

走
・
八
八
〇
ヤ
ー
ド
競
走
に
出
場
し
た
。
そ
の
際
の
記
録
は
不
明
で

あ
る
。

上
記
に
よ
れ
ば
、
鄭
享
綬
は
少
な
く
と
も
一
九
一
七
年
ま
で
は
尋

源
書
院
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
鄭
が
優
秀
な
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
だ
っ
た
こ
と
は
、
酒
に
強
く
強
靭
な
体
力
を
持
つ
『
南
方
紀
行
』
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の
〈
鄭
〉
の
風
貌
と
も
確
か
に
符
合
す
る
。

鄭
享
綬
自
身
が
書
い
た
「
兒
童
與
牙
齒
」
と
題
す
る
文
章
も
見
つ

か
っ
た
。
集
美
学
校
系
列
の
出
版
社
が
発
行
し
て
い
た
教
育
雑
誌
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。
子
を
持
つ
親
に
歯
の
衛
生
管
理
の
必
要

性
を
訴
え
、
子
供
の
虫
歯
を
防
ぐ
の
に
有
効
な
食
習
慣
を
解
説
し
た

歯
科
医
の
文
章
で
あ
る
が
、
歯
の
健
康
に
対
す
る
中
国
人
の
意
識
の

低
さ
を
欧
米
先
進
国
の
意
識
の
高
さ
と
比
較
し
た
り
、
虫
歯
の
毒
素

が
血
中
に
侵
入
し
て
惹
き
起
す
健
康
被
害
に
触
れ
た
り
し
な
が
ら
、

〈
虫
歯
に
よ
っ
て
半
数
の
児
童
は
駄
目
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
多

く
は
虚
弱
体
質
で
、
目
は
虚
ろ
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
で
将
来
強
い

身
体
と
深
い
学
問
が
得
ら
れ
よ
う
か
？　

二
百
名
中
に
こ
の
よ
う
な

者
が
大
多
数
を
占
め
る
と
い
う
状
況
が
、
も
し
全
国
の
学
生
に
も
同

様
に
当
て
は
ま
る
比
率
だ
と
し
た
ら
、
堅
強
な
民
族
が
そ
こ
に
期
待

で
き
る
の
か
！　

そ
ん
な
危
険
性
を
斥
け
る
に
は
、
父
母
た
る
人
が

励
行
と
保
護
の
責
任
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
全
民
族
に
注

意
を
呼
び
掛
け
る
に
は
、
社
会
に
立
つ
人
が
宣
伝
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
〉
と
こ
の
文
章
を
結
ん
で
い
る
。
民
族
主
義
の
高
潮

を
時
代
背
景
に
持
ち
な
が
ら
、
近
代
医
術
を
習
得
し
た
者
と
し
て
の

社
会
的
責
任
に
目
覚
め
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

南
華
旅
社

『
南
方
紀
行
』
に
は
、
春
夫
が
厦
門
上
陸
後
二
晩
投
宿
し
た
南
華

旅
社
の
建
物
に
つ
い
て
の
詳
し
い
描
写
が
あ
る
。
そ
の
客
室
は
、〈
部

屋
の
天
井
と
い
は
ず
四
隅
と
言
は
ず
蜘
妹
の
巣
が
一
面
で
、
そ
れ
は

煤
を
蓄
め
て
真
黒
く
な
つ
て
、
そ
の
煤
の
重
み
に
堪
へ
ら
れ
な
い
の

で
黒
い
房
に
な
っ
て
天
井
か
ら
ぶ
ら
さ
が
つ
て
ゐ
る
〉
と
い
う
状
態

だ
っ
た
と
い
う
。
春
夫
は
こ
こ
で
二
晩
目
に
、
寝
台
に
豚
の
背
骨
を

仕
込
ま
れ
る
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
と
も
書
い
て
い
る
。〈
私
が
日
本

人
と
見
て
と
つ
て
こ
ん
な
怪
し
か
ら
ん
こ
と
を
し
た
も
の
だ
と
見
え

る
〉。
そ
も
そ
も
部
屋
の
唯
一
の
装
飾
と
言
え
る
〈
喜
鵲
牌
香
煙
か

何
か
の
広
告
び
ら
で
あ
る
三
色
版
の
上
海
風
俗
の
美
人
〉
と
い
う
の

が
、
中
国
人
の
愛
国
心
に
訴
え
か
け
る
広
告
戦
略
で
販
路
を
広
げ
た

南
洋
兄
弟
煙
草
公
司
の
ポ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。
春
夫
は
外
国
煙
草
の

広
告
で
埋
め
尽
さ
れ
た
厦
門
港
の
外
貌
と
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン
の

中
心
で
民
族
意
識
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
い
た
こ
の
旅
館
と
を
対

比
的
に
描
き
出
し
、
激
し
い
経
済
戦
争
の
舞
台
で
あ
っ
た
厦
門
の
二

つ
の
顔
を
捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る（

（3
（

。

水
仙
宮
街
に
あ
っ
た
南
華
旅
社
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
が
、
同
旅
館
の
破
産
に
関
す
る
記
事
の
存

在
が
新
し
く
判
明
し
た（

（3
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
華
旅
社
は
一
九
一
九

年
、
水
仙
宮
街
に
開
業
。
建
物
は
元
警
察
局
で
、
北
洋
軍
閥
李
厚
基

（
福
建
督
軍
）
部
下
の
史
廷
颺
（
警
察
局
長
）
か
ら
、
台
湾
籍
民
黄

迺
川
に
九
千
元
余
で
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
黄
は
最
初
こ
れ
を
月
額

一
四
〇
元
で
貸
出
し
た
が
、
利
益
の
独
占
を
狙
う
出
資
者
の
競
争
に
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よ
り
、
家
賃
は
二
四
〇
元
ま
で
高
騰
し
た
と
い
う
。
南
北
軍
の
前
線

だ
っ
た
厦
門
で
は
、
最
初
の
五
六
年
こ
そ
軍
政
界
の
往
来
に
南
華
が

利
用
さ
れ
て
賑
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
出
資
者
中
の
福
建
籍
民
が
新
興

旅
館
に
投
資
先
を
変
え
た
た
め
資
金
不
足
が
深
刻
化
。
建
物
は
狭
く

老
朽
化
が
進
ん
だ
上
、
市
区
改
正
後
の
旧
水
仙
宮
街
が
場
末
地
に

な
っ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、滞
納
家
賃
は
累
計
二
千
元
余
に
達
し
た
。

一
九
三
六
年
に
破
産
。
開
業
一
八
年
程
度
で
す
で
に
厦
門
の
老
舗
扱

い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
こ
の
業
界
の
浮
沈
の
激
し
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。

春
夫
は
作
中
で
、〈
広
間
の
手
前
に
帳
場
の
や
う
な
も
の
が
あ
り
、

そ
の
向
う
に
「
Ｕ
」
の
字
形
の
階
段
が
あ
る
〉
と
い
う
旅
館
と
し
て

は
不
自
然
な
建
物
の
造
作
に
注
目
し
て
い
る
が
、
元
の
警
察
局
を
さ

ほ
ど
手
入
れ
も
せ
ず
に
転
用
し
た
の
だ
ろ
う
。中
古
物
件
で
あ
れ
ば
、

春
夫
滞
在
の
前
年
に
開
業
し
た
ば
か
り
で
も
傷
み
や
汚
れ
が
目
立
っ

た
こ
と
は
あ
り
得
る
。
ま
た
建
物
の
オ
ー
ナ
ー
は
台
湾
籍
だ
が
、
旅

館
経
営
の
中
核
は
福
建
籍
民
だ
っ
た
ら
し
く
、
南
華
に
「
排
日
」
的

な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
と
し
て
お
か
し
く
は
な
い
。

な
お
、
別
資
料
に
よ
っ
て
分
か
る
一
九
三
二
年
当
時
の
住
所
は
水

仙
路
五
四
号
、
経
営
者
は
柯
霖
藩（

（3
（

。
先
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、

一
九
三
一
年
に
水
仙
宮
街
の
道
路
が
拡
幅
さ
れ
て
水
仙
路
が
成
立
し

た
後
も
、南
華
旅
社
は
開
業
時
の
場
所
か
ら
動
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。

（
続
）

附
記本

稿
の
内
容
の
一
部
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
五
日
、
厦
門
大
学

で
開
催
さ
れ
た
「〝
东
亚
内
部
的
自
他
认
识
〟
学
术
研
讨
会
」（
厦
门

大
学
外
文
学
院
日
语
系
主
催
、
日
本
国
際
交
流
基
金
北
京
日
本
文
化

中
心
後
援
）
で
の
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
会
場
で
貴
重
な
ご
意

見
を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

徐
朝
帆
ご
長
男
の
徐
世
雄
氏
ご
家
族
、
な
ら
び
に
ご
親
族
の
蔡
懷

哲
氏
に
は
、
写
真
資
料
や
族
譜
そ
の
他
家
族
資
料
を
快
く
ご
提
供
い

た
だ
き
、
厦
門
の
洪
卜
仁
先
生
に
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
六
年
ぶ

り
に
お
目
に
か
か
り
、
直
接
懇
切
な
ご
教
示
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

取
材
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
や
通
訳
に
は
蔡
維
鋼
氏
の
お
力
添
え

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
厦
門
で
は
呉
光
輝
氏
、
郭
立
欣
氏

に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
名
前
を
掲
げ
て
、
皆
様
の
ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
写
真
や
図
表
の
転
載
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
本
研
究

はJSPS

科
研
費26770086

の
助
成
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

（
二
〇
一
六
、一
二
、五
、
台
北
中
央
研
究
院
學
人
宿
舍
に
て
）

註（
１
）	

佐
藤
春
夫
「
楽
し
い
気
持
に
な
ら
な
い
と
」（『
文
章
倶
楽
部
』
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一
九
二
九
・一
、
臨
川
全
集
二
〇
・一
九
七
頁
）

（
２
）	『
中
國
旅
行
指
南　

第
四
版
』（
一
九
一
五
・一
〇
、
商
務
印
書
館
、

一
二
九
頁
）

（
３
）	陳
佩
眞
・
蘇
警
予
・
謝
雲
聲
編
『
厦
門
指
南
』（
一
九
三
一・
五
、

厦
門
新
民
書
社
、
第
七
篇
一
八
頁
）

（
４
）	陳
佩
眞
・
蘇
警
予
・
謝
雲
聲
編
『
厦
門
指
南
』（
一
九
三
一・
五
、

厦
門
新
民
書
社
、
第
七
篇
一
八
頁
・
第
一
〇
篇
一
九
頁
）

（
５
）	Chiu, K

hun Goan （A
m

oy. China

）
の
名
は
、『
ホ
ー
プ
カ
レ
ッ

ジ
年
鑑
』
一
九
二
二・
三
年
版
のJunior Class

の
学
生
名
簿
に
初

め
て
登
場
す
る
（H

ope College Bulletin: 1922-1923, 
vol.60, N

o.4, 1923.2, p52

）。
ま
た
同
一
九
二
四
・
五
年
版
の

一
九
二
四
年
学
位
取
得
者
名
簿
中
、
文
学
士
（Bachelor of 

A
rts

）
学
位
取
得
者
中
に
も
名
が
あ
る
（H

ope College 
Bulletin: 1924-1925, vol.62, N

o.4, 1925.2, p77
）。

（
６
）	Colum

bia U
niversity Bulletin of Inform

ation, 1925, p340

（
７
）	

常
家
祜
「
寻
源
书
院
迁
出
鼓
浪
屿
之
后
」（『
厦
门
轶
闻
史
话
实
录
』

二
〇
〇
二・一
一
、六
六
頁
）

（
８
）	中
国
人
民
政
治
协
商
会
议
福
建
省
委
员
会
文
史
资
料
编
辑
室
『
福

建
文
史
资
料
第
二
〇
辑
』（
一
九
八
八
・一
二
、四
〇
頁
）

（
９
）	「
中
華
中
學
校
長
周
坤
元
日
前
病
逝
」（『
南
洋
商
報
』

一
九
四
一・
六
・一
三
、三
一
面
）

（
10
）	中
編
「
剪
ら
れ
た
花
」
の
一
部
「
空
し
く
歎
く
」（『
改
造
』

一
九
二
二・
二
）。『
南
方
紀
行
』
に
第
六
章
「
朱
雨
亭
の
事
、
そ
の

他
」
と
し
て
採
録
さ
れ
た
部
分
に
見
え
る
（
臨
川
全
集
四
、一
〇
七

頁
）。

（
11
）	李
硕
果
「
厦
门
《
民
钟
报
》
创
办
始
末
」（
中
国
人
民
政
治
协
商

会
议
厦
门
市
委
员
会
文
史
资
料
研
究
委
员
会
编
『
厦
门
文
史
资
料

第
一
〇
辑
』
一
九
八
六
・
九
、七
五
頁
）

（
12
）	李
来
荣
「
艰
苦
的
学
习
历
程
」（
天
津
人
民
出
版
社
編
『
我
的
大

学
生
活
』
一
九
八
五
・
七
、
天
津
人
民
出
版
社
、
七
〇
頁
、
拙
訳
）

（
13
）	李
来
荣
「
我
的
童
年
」（
新
蕾
出
版
社
編
『
科
学
家
的
童
年
２
』〈
童

年
文
庫
〉
一
九
八
三
・
二
、
新
蕾
出
版
社
、
九
六
～
七
頁
）

（
14
）	「
青
年
協
進
社
」（『
南
洋
商
報
』
一
九
四
一・
五
・
六
、一
三
面
）

（
15
）	「
教
員
免
許
狀
授
與
（
徐
朝
帆
外
二
）」『
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
』

國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
、
典
藏
號
：00002521007

。

（
16
）	「
昭
和
二
年
六
月
現
在
厦
門
旭
瀛
書
院
職
員
履
歴
書
」、

B04012110700

（
第
七
〇
～
七
二
画
像
目
）
在
外
日
本
人
各
学
校

関
係
雑
件
／
在
南
支
ノ
部
／
厦
門
日
本
国
民
学
校
（B.I.1

）（
外

務
省
外
交
史
料
館
）。

（
17
）	「
徐
朝
帆
（
依
願
免
本
官
；
賞
與
）」『
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
』

國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
、
典
藏
號
：00010233089

。

（
18
）	『
台
湾
日
日
新
報
』
人
事
欄
「
板
橋
街
協
徐
朝
帆
氏
令
孃
翠
娥
年

二
十
一
」（
一
九
三
四
・
八
・
三
、四
面
）及
び
家
族
提
供
資
料
に
よ
る
。

（
19
）	「〔
公
立
公
學
校
訓
導
〕
徐
林
氏
珠
（
任
台
灣
公
立
公
學
校
教
諭
）」
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『
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
』
國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
、
典
藏
號
：

00003209022X
002

。

（
20
）	「
徐
林
氏
瑞マ
マ

免
本
官
、
賞
與
、
俸
給
」『
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
』

國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
、
典
藏
號
：00004057053

。

（
21
）	家
族
提
供
資
料
及
び
談
話
に
よ
る
。

（
22
）	「
國
語
學
校
卒
業
者
ニ
教
員
免
許
狀
授
與
ノ
件
」『
臺
灣
總
督
府
公

文
類
纂
』
國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
、
典
藏
號
：00002665a08

。

（
23
）	柴
辻
誠
太
郎
『
台
湾
総
督
府
文
官
職
員
録
』（
一
九
一
七
・
六
、
台

湾
日
日
新
報
社
、
二
三
二
頁
）。

（
24
）	『
創
立
二
十
週
念
記
念
誌
』（
一
九
三
〇
・
一
一
、
厦
門
旭
瀛
書
院
、

二
六
頁
）。

（
25
）	「〔
台
灣
公
立
公
學
校
訓
導
〕
余
錦
華
（
依
願
免
本
官
）」『
臺
灣
總

督
府
公
文
類
纂
』
國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
、
典
藏
號
：

00003752105

。

（
26
）	「
台
呉
案
解
決
委
員
会
報
告
書
（
訳
文
）」、B11090328400
（
第

三
五
八
画
像
目
）
大
正
十
二
年
日
貨
排
斥
一
件
／
南
支
状
況

（B.3.3

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。
台
湾
居
留
民
会
三
十
五
週
年

誌
編
輯
委
員
会
編
『
記
念
誌
』（
一
九
四
二・
八
、
厦
門
居
留
民
会
）

の
口
絵
に
、
解
決
時
の
記
念
撮
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
最
後
列

右
端
が
余
錦
華
と
推
定
さ
れ
る
。
一
九
二
四
年
）。
な
お「
台
呉
案
」

と
は
、
一
九
二
三
年
九
月
一
八
日
、
貸
金
取
立
の
ト
ラ
ブ
ル
が
、

厦
門
の
港
湾
労
働
を
取
仕
切
る
呉
一
族
と
台
湾
籍
民
と
の
銃
撃

抗
争
に
発
展
し
た
も
の
。

（
27
）	『
台
北
師
範
学
校
創
立
三
十
周
年
記
念
写
真
帖
』

（
一
九
二
六
・一
〇
、
台
北
師
範
学
校
）
に
収
録
。

（
28
）	「
東
熙
市
任
總
督
府
技
師
、
俸
給
、
勤
務
」『
臺
灣
總
督
府
公
文
類

纂
』
國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
、
典
藏
號
：00010051110X

001

。

（
29
）	血
脇
守
之
助
編
『
歯
科
医
師
宝
典
』（
一
九
一
六
・一
〇
、
歯
科
学

報
社
、
一
三
八
頁
）。

（
30
）	「
同
窓
会
報
告
／
会
員
転
居
」（『
歯
科
学
報
』
一
九
一
五
・一
、七
四

頁
）。

（
31
）	「
石
坂
文
庫
の
新
書
」（『
台
湾
日
日
新
報
』（
第
二
版
）

（
一
九
一
五
・
一
一・
九
、
二
面
）
及
び
「
収
容
所
寄
附
」 

（
同
一
九
一
六
・一
一・一
五
、七
面
）。

（
32
）	連
雅
堂
序
『
人
文
薈
萃
』（
一
九
二
一・
七
、
遠
藤
写
真
館
）。
厦
門

台
湾
居
留
民
会
編
『
厦
門
台
湾
居
留
民
会
報
（
三
拾
週
年
紀
念
特

刊
）』（
一
九
三
六
、
厦
門
台
湾
居
留
民
会
）
の
巻
末
広
告
に
〈
厦

門
中
山
路
一
九
／
福
建
歯
科
医
院
／
医
師　

陳
永
石
樹
〉
と
見
え

る
。

（
33
）	「
地
方
近
事
／
打
狗
岡
田
医
院
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
一
七
・
五
・一
八
、三
面
）。

（
34
）	「
追
寻
轰
动
厦
门
的
赛
事
」（『
厦
门
体
坛
百
年
』厦
门
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
八
・
六
、八
～
九
・
一
一
頁
）。
こ
の
記
事
の
内
容
に
は
、

二
〇
一
六
年
六
月
五
日
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
佐
藤
春
夫
與
臺
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灣
」（
於
國
立
臺
灣
文
學
館
）
で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
許
俊
雅
氏
（
臺

灣
師
範
大
學
）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検

索
に
よ
る
も
の
と
し
て
引
用
の
典
拠
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
私
自

身
別
途
出
典
を
調
査
し
、
こ
の
文
献
の
存
在
が
分
か
っ
た
。
編
者

の
洪
卜
仁
氏
に
取
材
し
た
所
、
情
報
の
出
典
は
当
時
の
新
聞
記
事

で
あ
っ
た
が
、
文
革
中
に
失
わ
れ
、
洪
氏
自
身
が
作
成
し
て
お
い

た
メ
モ
に
記
録
が
残
っ
て
い
た
の
だ
と
教
示
を
受
け
た
。
な
お
、

鄭
の
具
体
名
は
見
え
な
い
も
の
の
、
米
国
帰
正
教
会
の
厦
門
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
年
間
レ
ポ
ー
ト
の
う
ち
、
尋
源
書
院
（T

alm
age 

Collage

）
の
躍
進
と
し
て
一
生
徒
の
運
動
会
で
の
活
躍
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
第
二
回
厦
門
運
動
会
の
日
付
に
異
同
が
あ
る
。〈O

n 
D

ec. 8, in the 2
nd A

m
oy A

thletic M
eet they cam

e out 
second am

ong the six schools that entered, and one of 
our boys easily carried off the first prize for the best 
all-round athlete. T

here is a possibility of his being 
entered in the Far Eastern O

lym
pic Gam

es to be held 
in T

okyo in M
ay, 1917.

〉（Board of Foreign M
issions: 

85
th A

nnual R
eport, ed. Reform

ed Church in A
m

erica, 
1917, p14

）。

（
35
）	鄭
享
綬
「
兒
童
與
牙
齒
」（『
初
等
教
育
界
（
集
美
初
等
教
育
社
）』

一
九
三
三
・一
〇
、三
〇
～
三
三
頁
）。

（
36
）	詳
細
は
拙
稿
「
佐
藤
春
夫
『
南
方
紀
行
』
の
路
地
裏
世
界
―
厦
門

租
界
と
煙
草
商
戦
の
「
愛
国
」」（『
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語

文
学
』（
ア
ジ
ア
遊
学
一
六
七
）二
〇
一
三
・
八
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
37
）	「
厦
門
旅
館
業
之
衰
落
／
遠
東
南
華
將
宣
告
破
産
／
他
方
掙
扎
終

難
久
持
」（『
南
洋
商
報
』
一
九
三
六
・
三
・
五
、二
〇
面
）。

（
38
）	工
商
廣
告
社
編
纂
部
『
厦
門
工
商
業
大
觀
』
一
九
三
二・
六
、
厦

門
工
商
廣
告
社
、
六
〇
頁
）

（
こ
う
の　

た
つ
や
・
実
践
女
子
大
学
准
教
授
）


